■上川スライド30の実施に当たって（実務担当者様）
	①対象について

	・本取組は、「子どもたちの望ましい生活習慣の定着」とともに、「保護者の具体的な行動を促すことで、保護者に当事者意識を持ってもらうこと」もねらいとしております。（スタンプカードに保護者がハンコを押すとしているのはそのためです。）
・そうした機運を高めるため、メディアに関する講演や説明の講師、資料等も上川教育局で紹介できますので、必要であればお気軽にお申し付けください。

	②実施について

	・全町一斉・全校一斉でなくても構いません。できる学校・できる学年から始めていただいても構いません。徐々に広がってくれればと思っておりますが、初めての取組で実施事例がありませんので、改善・改良のためにも実施事例がほしいのが正直なところです。改良の余地は多いと思いますので、様々な取組み方を共有することで、よりよいものにしていきたいと考えております。「まずやってみようか」というものでも構いませんので、積極的な実施に向けて御検討ください。

	③スタンプカードについて

	・添付したスタンプカードは、あくまでもサンプルです。左半分は、月のうちどれくらい行ったかを計るもの、右半分は、行った回数を累積していくものです。取組み方に合わせて修正・変更のうえ、活用ください。
・データはA５サイズですが、サイズを変えても構いません。その際、例のように、スタンプカードを左に、右に注意点や家庭学習の方法を記載する等、取り組みやすいように変更してお使いください。
例）用紙サイズ･･･Ａ４横
①…スタンプカード
②…注意点・家庭学習の仕方　等
①　 ②





	④事前・事後アンケートについて

	・集計を行うため、このまま使用してください。

	⑤講演を行う場合の講師について

	・子どもとメディア北海道の諏訪氏（旭川赤十字病院）に講師の協力をお願いしてあります。もし紹介が必要でしたら、教育局までお問い合わせください。
・もちろん上川教育局社会教育指導班も伺いますので、お気軽にお申し付けください。
※なお、どちらもスケジュール調整が必要ですので、ご期待に添えない場合があることを、予めご了承ください。

	⑥その他

	[bookmark: _GoBack]・子どもたちの頑張りを認める方法として、文房具等の景品という考え方もありますが、校長先生や教育委員会からの表彰、広報紙・通信等への投稿等、子どもの意欲喚起につながる形を御検討いただければ有難いです。
・回数や期間は、特に強制しませんが、長期的に取り組むことで成果が出てくる面も有ると思いますので、複数回・長期的な取組となるよう御検討ください。



